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〜キャストのご紹介〜

神⽥宗紀（リーダー）
１２期：⽊村⼯業

渡邉俊介（副リーダー）
１３期：丸幸

飯塚誠⼆（副リーダー）
１２期：関東リソース

⼩林洋⼀（副リーダー）
１０期：⻘⽊環境事業
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ある⽇の⼣⽅

@財団会議室にて

１．テーマ決め
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〜しばし⼨劇をお楽しみください〜
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循環経済ビジョン２０２０とは

経済産業省がとりまとめた循環経済政策の基本的な⽅向性

循環経済ビジョン２０２０（概要）より
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動静脈連携が⼤切・私たちはリソーシング産業へ

あらゆる使⽤済製品を可能な限り⾼度な素材として再⽣し
動脈産業に供給する「リソーシング産業」としての役割が期待されている
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東⽇本Aブロックのテーマ

東⽇本Aブロックのテーマ
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リソーシング産業とその役割

リソーシング産業とは
廃棄物減容化や有価資源の回収を⽬的としたリサイクルを⾏う
のではなく、動脈産業がグローバルな市場・社会からの環境配
慮要請に応えていけるように、あらゆる使⽤済製品を可能な限

り⾼度な素材として再⽣し、動脈産業に供給する
（循環経済ビジョン P36より）

・単なる廃棄物処理から循環性の⾼いＢＭへの転換
・多様な使⽤済製品の広域回収
・⾃動選別技術等を活⽤した⾼品質な再⽣材の安定供給

リソーシング産業の役割
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リソーシング産業とは

イメージだと、こんな感じ！！

製造

使⽤

廃棄

適正処理

バージン材
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製造

使⽤

バ
ổ
ジ
ン
材

適正処理

従来 リソーシング産業としての役割
廃棄物から製品が⽣まれる
→ ⾼品質な再⽣材の安定供給

私たち

私たちが起点となる！
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では・・・

リソーシング産業になるためには
何をしたら良いのか？

廃棄物処理業からリソーシング産業へ
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リソーシング産業としての役割は
⾼品質な原料・再⽣材製造が最も重要

廃棄物処理業からリソーシング産業へ

マテリアルリサイクル
ケミカルリサイクル

を増やしていくしかないのでは？
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アンケート調査

まずは現状把握だ！アンケートを取ろう！
問１：貴社にてリサイクルされている廃棄物品⽬と処理⽅法を教えて下さい
・廃棄物品⽬
・処理⽅法
※多数答えがあってもOK
※運搬業の⽅も、持込先や協⼒会社の内容を教えてください

問1-2.それはマテリアルですか？サーマルですか？

問1-3.原料化されている⼜は再⽣品化されているものを具体的に教えて下さい
・〇〇の原料
・再⽣品名称
・不明

問1-4.原料化⼜は再⽣品化されたものは、どの段階で廃棄物から原料⼜は再⽣品としての扱いに切替わっていま
すか？
（廃棄物でなくなるタイミングはいつか？）

問1-5.原料化、再⽣品化している事業者にお聞きします。
現状は再⽣品の販売はうまく⾏っていますか？また販売先の業種を教えてください

問1-5② その販売先の業種は？

問1-6.その再⽣品は、経済状況によって売れる売れないが左右されますか？
また販売価格も左右されますか？

問1-7.好調、普通の事業者にお聞きします。なぜ貴社の再⽣品が売れると思いますか？
また、販売先から新たな再⽣品の要望、品質改良等の要望はございますか？

問1-8.なかなか売れないとお答えの事業者にお聞きします。なぜ貴社の再⽣品が売れないのでしょうか？

問1-9.どう改善すれば使⽤してもらえる、⼜は売れるようになると思いますか？

問1-10.リサイクルを⾏う為に、排出事業者に求めることは何ですか？

問1-11.排出事業者から、要望されることは何ですか？問1-12.排出事業者が、懸念されていることは何ですか？

問2.経済産業省から2020年5⽉に発表されている「循環経済ビジョン2020」はご覧になりましたか？

問2-1.はいと答えた事業者の⽅にお聞きします。
1999年循環経済ビジョン以降の経済・社会状況の変化について理解できましたか？

問2-2.はいと答えた⽅にお聞きします、感想を聞かせて下さい。

問3.今後ワークショップで取り上げてもらいたい内容などありますか？

１回⽬の設問リスト ２回⽬の設問リスト
①⾃社若しくは協⼒会社で廃プラスチック類の
マテリアルリサイクルをされていますか？

② ①で「していない、もしくはどちらともいえない」とお答えした⽅々に
お聞きします。
していない理由またそれにおける課題や問題はなんでしょうか？
（処理業者、排出事業者、法律、その他要因等含め）※複数回答可していな
いorどちらとも⾔えないの理由

③ ①で「している」とお答えした⽅々にお聞きします。
⼊⼝と出⼝のバランスはとれていますか？
課題若しくは問題はありませんか？
（処理業者、排出事業者、法律、その他要因等含め）
※複数回答可"

④ ③の「バランスがとれている」⽅は、
その⼤きな要因は何でしょうか？

⑤ ③の「課題若しくは問題がある」⽅は、解決する⽅法は何でしょうか？
（処理業者、排出事業者、法律、その他要因等含め）※複数回答可

⑥ 廃プラスチック類の資源循環における理想的な処理⽅法は何だと思いま
すか？
（経済産業省：循環経済ビジョン等を参考にし、CN達成のために）

⑦ 2030年、2035年、2050年それぞれにおける、
我々の役割はどのように変化しておりますでしょうか。
それぞれお答えください。

※アンケートご協⼒有難うございました※

・取扱品⽬とその処理⽅法
・原料化・再商品化している事例
・販売ルートについて
・リサイクルや販路拡⼤の課題や理由
・⼊⼝と出⼝のバランスについて
・今後の対策案 ...etc
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リサイクルの現状

マテリアルリサイクルは２割程度が現状



13産業廃棄物処理業経営塾ＯＢ会 東⽇本Ａブロック

マテリアルできているものは具体的になにか︖

従来からルートが確保されている特定品⽬にどどまる
また、同じ品⽬でも排出状況や出⼝の状況によっては
マテリアルリサイクルができないケースもしばしば

マテリアルできている

スクラップ びん⽸ ペットボトル 発泡スチロール 古紙類

塩ビ管 PP・PEのプラ製品（⼀部） ⽊廃材類 建設発⽣⼟ 燃え殻

マテリアルできない
・多種多様な混合廃棄物（廃プラや建設廃棄物）
・汚れ、臭い、不衛⽣なもの（⽣ごみや感染性廃棄物）
・少量で発⽣するものや受⼊体制や処理ルート
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なぜマテリアルRできる会社・品⽬が限られるのか︖

＜アンケートやワークで多かったコメント＞

☑ 排出事業者の意識が低い

☑ 排出の段階で分別が悪い（単⼀品⽬でないから）

☑ 廃棄物由来の為、品質がファジー

☑ そもそも廃棄物由来の商品のイメージが悪い

☑ サーマルに⽐べて処理料⾦が⾼い

等々
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なぜマテリアルRできる会社・品⽬が限られるのか︖

１．排出や処理における（⼊⼝の問題）

・さらなる選別にはコストがかかるが
それを負担してでもリサイクルしたいニーズはまだ少ない

・選別をするための敷地・設備・⼈員がない
それを投資するだけの⾒通しがたてづらい

２．処理後のルート問題（出⼝の問題）

・需要（出荷先）が少ない、要件が厳しい、安定しない

・悪いイメージで使⽤したがらない事業者・⾃治体が多い
そもそもリサイクル材のことを知らない⽅も・・・
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なぜマテリアルRできる会社・品⽬が限られるのか︖

２．処理後のルート問題（出⼝）

・需要（出荷先）が少ない、要件が厳しい、安定しない

・悪いイメージで使⽤したがらない事業者・⾃治体が多い
そもそもリサイクル材のことを知らない⽅も・・・

まさに循環経済ビジョン２０２０
で求められている動静脈連携だ！
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廃棄物由来の原料や再⽣材の
需要を増やすためには、
どうしたら良いのか？？
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建設汚泥を改良⼟として販売をする
２社にお話をお伺いさせて頂きました

オデッサ・テクノス株式会社

クリーンセンター花泉有限会社

よい事例について



建設汚泥（改良⼟）のフローと課題
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建設⼯事
副産物として建設残⼟が発⽣ 残⼟ルート

※廃棄物対象外

地盤改良⼯事

各種杭打ち⼯事

地盤連続壁工事、シールド⼯事など･･･

建設汚泥

汚染⼟壌

中間処理
改良⼟を製造

建設⼯事
盛⼟、埋戻しで⼟を使⽤

埋⽴処分

埋⽴てに回る量が多い
結果として

・資源循環な再⽣品
・⼭砂より安い！
・耐性が強い！

改良⼟は

⼀⽅で・・

・認知が低い
・イメージが悪い
・説明が⾯倒！

イメージの悪さが、説明の⼿間を⽣み、ゼネコンが使いたがらない
更に、需要（処理）が供給（販売）を上回り、だぶつく状況が続いている

⼭砂
⼭砂を利⽤する

⼯事が圧倒的に多い

なので...

中間処理した量の
わずか１％！！
（約１２０ｍ３）

※移動式中間処理を除く

Ｒ３年度の岩⼿県の販売実績

県の担当部署産業資源循環協会

同業者連盟による所轄官庁への要望の打診
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花泉さん

同業者A 同業者B
協会から要望書を提出

（昨年度末）

改良⼟の利⽤が促進！
⺠間で２０,０００ｍ3、公共で８８５ｍ3の案件が成⽴

※R4年11⽉時点

・県内同業者との協議を開始（現状、課題、効果など）
・アプローチ⽅法の検討（産業資源循環協会の要望書として提出したい）
・協会との調整、要望の作成・提出
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その他の改善案（抜粋）

☑ 取扱量を増やして量の経済性を高める

☑ 消費者理解！環境配慮製品が選ばれる市場経済を創造

☑ リサイクル材がカッコイイの世界に！

☑ 法規制！バージン材使用の制限or再生材使用の強制！

☑ 業界としての経済性の確立（物流・処理の効率化）

☑ メーカー・ブランドオーナーとの連携強化！

☑ サプライチェーン全体での理解・協力体制 ...etc

22産業廃棄物処理業経営塾ＯＢ会 東⽇本Ａブロック

まとめ

廃棄

原料化

製造

使⽤

バ
ổ
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ン
材

適正処理

廃棄物から製品が⽣まれる
⾼品質な再⽣材の安定供給
私たちが起点となる！

我々はリソーシング産業へ！！

・⾼品質な再⽣材を安定供給！

・私たちが世の中の起点に！

・すべては資源や原料！！

・業界⽣き残りのスタート！！

・適正処理とのバランス最適！
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おわりに

出典：⾔霊屋いたるが贈る『元気が出る１００の⾔葉』ブログより
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